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総務省人材力活性化・連携交流室の事業について
（子ども農山漁村交流プロジェクト）

総務省 地域力創造グループ 人材力活性化・連携交流室



都市・農山漁村の地域連携による子供農山漁村交流推進事業

●農山漁村での宿泊体験や自然体験を通じて、学ぶ意欲や自立心、思いやりの心、規範意識などを育み、力強い子供の
成長を支えるとともに、 受入れ地域の活性化や交流による地域間の相互理解の深化に寄与。

●課題解消に向けた創意工夫の事例、国の支援施策等について情報共有を図るとともに、関係者間のネットワークを形成
するため、総務省、内閣官房、文部科学省、農林水産省、環境省で連携・協力しながら推進。

送り側･受入側が連携して取り組む実施体制の構築

小学校
中学校
高等学校

社会教育活動学校教育活動
◆コーディネート機能の活用
◆課題解決に向けた研究と実践

◆オンライン交流を実施することで、対面
での交流効果向上を実現

農山
漁村

送り側・受入側双方が連携して宿泊体験活動の実施体制の構築に取
り組む地方公共団体をモデルとして実証調査を行い、その事例やノ
ウハウを横展開することにより、子供の農山漁村交流を推進。

オンライン交流・農林漁業体験・宿泊体験活動

①子供農山漁村交流支援事業（上限:１組あたり250万円）

R８概算要求額： １８百万円
(R７当初予算額： １８百万円)

送り側 受入側

・コーディネートに要する経費
・宿泊費用、体験料等の施設使用料
・バスや備品等の借上げ料
・補助員等への謝金
・子供、教員、補助員等に係る保険料
・オンライン交流に要する経費
（調整費、運営費、謝金、特産品の交換）

等

・コーディネートに要する経費
・宿泊費用、体験料等の施設使用料
・バスや備品等の借上げ料
・指導員、NPOスタッフへの謝金
・子供、教員、補助員等、指導者、NPOスタッ
フに係る保険料
・オンライン交流に要する経費
・受入体制の整備に係る経費

等

②体験交流計画策定支援事業（上限：100万円）

・外部有識者等の旅費・謝金 ・研修・会議に要する経費 ・関係団体との
調整に要する経費 ・外部研修受講に係る受講料、旅費 ・印刷製本費 等

【モデル事業対象経費の例】
【モデル事業対象経費の例】

③子ども農山漁村交流プロジェクトセミナーの開催
子供の農山漁村体験の取組を拡大、推進するため、先進事例や課題解消に
向けた創意工夫の事例、国の支援施策等について情報を提供するとともに、
関係者間のネットワークを形成するためセミナーを開催。

国の委託先が伴走支援しながら、効果的な宿泊体験プログラムの内
容や、マッチング相手となる自治体を探す等の課題について検討を
行い、この活動に取り組む地方公共団体のモデルとする「子供の農
山漁村体験交流計画」策定を推進。

杉並区の小学生（山形県飯豊町）
（体験にとどまらず、当該校の給食で飯豊町の
食材が使われるなど、持続的な関係が構築）
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子ども農山漁村交流プロジェクトに係る地方財政措置

年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

学校数
（校） ー 1,273 1,165 989 1,007 967 1,028 1,090 1,114 1,216 1,186 1,514 1,037 1,074 1,157 1,242 1,261

対象児童数
（人） 72,252 78,749 68,949 60,997 62,389 58,163 58,877 61,774 61,759 62,735 60,903 94,719 63,252 81,094 82,564 80,548 82,053

＜算定実績の推移＞
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子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー
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